
　情報セキュリティの向上を図るため，岡山大学情報セキュリティセミナー及び
ソフトウェア資産管理セミナーを津島・鹿田地区で実施し，計62名が受講した。
未受講者や遠隔地の教職員を対象としたe-Learningセミナーを用意し，情報セ
キュリティ及びソフトウェア資産管理に係る全学周知を行った。
　大学情報データベースにReaDに情報提供するために教員に係る情報の蓄
積を行うとともに，大学情報データベースと図書館リポジトリについて論文に係
るデータ連係を行い，教員の入力時間を削減するとともに，図書館リポジトリを
充実させるための仕組みを構築した。また，教育評価の検証を支援するため，
学士課程教育構築システムの構築支援を行った。

キ パ 情報ネ ト ク は 要望 多か た 学外から 学内

情報統括センターの円滑な運営
１　情報セキュリティの向上を実施する。
２　大学情報データベースの拡充を実施する。
３　情報化推進及び調整を実施する。
４　学内の情報システムの機種更新や新規導入について，セキュリティ対
策及び最適化の観点より指導・助言を行う。

　　達成度： 4 3 2

　　達成度： 4 3 2 1
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組織目標評価報告書（平成22年度）

部局名： 情報統括センター

組織目標 達成状況（成果）

1

教
　
　
育

【自己評価総括記述欄】※目標及び指標の達成状況について総括し，次年度に向けた改善点等を記載してください。

全般的に本年度の組織目標を上回って達成している。次年度以降については本年度作成した「岡山大学情報統括センター将来構想」に沿って順次進めていく
予定としている。

【達成度】　４：非常に優れている　 ３：良好である 　２：概ね良好であるが改善の余地あり 　１：不十分であり改善を要する
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　キャンパス情報ネットワークについては，要望の多かった，学外からの学内
ネットワーク利用サービス（SSL-VPN）を9月に開始するとともに，論理ネット
ワーク（生活系ネットワーク）への移行を行い，400カ所の移行が完了した。ま
た，学内無線LANついても3月中旬に生活系ネットワークへの移行を行い，有
線，無線の別を問わず，統一した方法でネットワークを利用できる環境を整備
した。
　利用者の利便性向上のため，統合認証基盤システムと連携するシステムを
22システム追加し，計29システムとした。
　教育研究の支援を行うため、教育研究支援情報システムの更改を行い，4月
から本稼働を開始する。
　将来構想を立案するために，情報環境アンケートを実施し，学生・教職員か
ら合計約1500件の回答を得た。この回答をもとに，全学の情報環境に対する
要望を抽出し，中長期的情報環境ビジョンを取り入れた「岡山大学情報統括セ
ンター将来構想」を作成した。
　大学の戦略立案に資するため，学長戦略室との連携のもと，戦略に必要な
データの収集・提供を随時実施する体制を整備し，計13回のデータ提供を行っ
た。

　　達成度：

注）本様式は一般的な学部・研究科用であり，部局の特性に合わせ設定した領域・指標により修正してください。

社
会
貢
献

公開講座を実施し，「パソコン基礎コース」については54名、「word実践コース」
については74名が受講した。

　　達成度： 4 3 2 1

4 3 2 1
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